



Formation of interpersonal relationship 
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た。その後，李鴻章と伊藤博文は親交を深め，私的な交際を続けた。両者の関係について.李鴻
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は言えなかった。
また，李と伊藤との聞で「盟約Jなどは存在しなかったため 各自は盟約からの制約もなかっ
たのである。したがって.共通利益も盟約の制約もなかった両者の関係は盟友関係ではなかった
と考えられる。
李鴻章と伊藤博文との戦略的なパートナーシップがいつ解除されたのかということについて.
両者の関係を成立させた大前提として.両国の国力が同レベルものであったということがある。
よって，日清戦争における日本軍の連戦連勝は両者の関係を破裂に導いた重要な要因であると考
えられる。なお.戦略的なパートナーシップ関係が成立していたほぼ十年間 (1885・1894年)，両
者の問でどのようなやりとりが行われたのか.この関係の成立は東アジアの態勢にどのような影
響を与えたのかについては.今後の課題にしておきたい。
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